
 

長岡技術科学大学における評価活動について 

 

１． 大学の基本理念・目標 

 

● 教育研究の基本理念 

 

科学技術の在り方とその社会的役割について常に考えながら、人類の繁

栄に貢献し得る新たな技術の開発と、これを担う実践的・創造的能力を備

えた指導的技術者を養成することが本学創設の趣旨に対応する基本的理念

である。実践的な技術の開発を主眼とした教育研究を行う工学系の大学と

して、新構想のもとに設置された本学は、「技術科学」すなわち“技学”を

創出し、それを担う創造的・実践的な技術者の養成を行い、またこれらを

通じて社会との連携を図ることを基本理念としている。 

“技学”とは、「現実の多様な技術対象を科学の局面から据え直し、それ

によって技術体系を一層発展させる技術に関する科学」である。それは、「実

践の中から学理を引き出し、その学理を再び実践の中で試すという、学理

と実践の不断のフィードバック作用による両者の融合」を目指すとともに、

「理学、工学から実践的技術、さらには管理科学等の諸科学に至るまで、

幅広く理解し、応用すること」を期待するものである。 

長岡技術科学大学における教育研究の基本理念は、“VOS”という言葉に

象徴される。ここに、V は Vitality であって、学理と実践の不断のフィー

ドバックを行う活力を、Oは Originality であって、科学技術に関する創造

的能力の啓発を、S は Services であって、技術科学をもって人類の幸福と

持続的繁栄に奉仕することを意味している。 

大学院では、創造的で高度な研究開発能力を備えた技術者及び研究者の

育成を目指している。 

長岡技術科学大学は学部－修士一貫教育をその設立の趣旨としており、

学部学生全員が修士課程に進むことを原則としている。 

 

● 教育目的  

 

上記の教育研究の基本理念に基づき、長岡技術科学大学は、教育面にお

いて以下の目的を掲げている。 

 

１．自然環境及び人類の文化的・経済的活動等の技術科学をとりまく諸事
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情を理解し、広い視野を持って人類の幸福と持続的繁栄に技術科学を

応用する意義を正しく認識した技術者を育成すること。 

 

２．技術科学を開発し実践する者の、社会に対する責任を自覚し、説明す

る能力を有した技術者を育成すること。 

 

３．地域、国家及び国際規模で、技術科学を実践する視野を持ち、またそ

の基礎となる、意思疎通能力を有した技術者を育成すること。 

 

４．社会の変化に対応し、新しい情報を柔軟に取り入れることができ、生

涯を通じて、自己の能力を高めることができる技術者を育成すること。 

 

５．技術科学の専門分野に関して、確固たる基礎的知識に立脚した高い専

門知識と応用力を有した技術者を育成すること。 

 

６．新しい技術科学分野を開拓する創造力を有した技術者及び研究者を育

成すること。 

 

７．技術科学の実践において、指導的な役割を果たすことができる技術者

を育成すること。 

 

２．大学組織 

２－１）運営組織図（資料１：8/41 ページ） 

 

２－２）教育研究組織図（資料２：9/41 ページ） 

 

２－３）教員数（平成１８年１月１日現在） 

 教授 ···············  ８２名 

 助教授 ·············  ７５名 

 講師 ···············   ５名 

 助手 ···············  ５８名 

 合計 ··············· ２２０名 

 

２－４）学生数（平成１８年１月１日現在） 

 学部学生 ··········· １，２７４名（留学生内数 ５９名） 

   修士（博士前期） ····   ８４１名（留学生内数 ５１名） 
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   博士（博士後期） ····    ２０５名（留学生内数 ６２名） 

   合計 ··············· ２，３２０名（留学生内数１７２名） 

 

３．評価の概要 

３－１）評価活動の理念・目的 

 

大学全体及び教員の教育研究活動等の状況について自ら評価を行う

ことにより、教育水準の向上と研究活動の活性化を図るとともに、評

価結果に基づく適切な措置を講ずることによって、長岡技術科学大学

の目的及び社会的使命の達成を積極的に推進することを目的としてい

る。 

 

３－２）評価の沿革 

 

平成５年度 自己点検・評価「教育と研究の現状 '９３」編さん 

平成８年度 自己点検・評価「教育と研究の現状 '９６」編さん 

平成１１年度 自己点検・評価「教育と研究の現状 '９９ 

－“技学”の更なる進展に向けて－」編さん 

外部評価実施 

平成１２年度 平成１１年度実施の自己点検・評価と外部評価を取りまとめ 

「外部評価と自己点検・評価１９９９－２０００」編さん 

「長岡技術科学大学外部評価シンポジウム報告書 

－教育の現状と将来－」編さん 

平成１３年度 大学評価・学位授与機構の実施する大学評価 

全学テーマ別評価「教育サービス面における社会貢献」受審 

平成１４年度 大学評価・学位授与機構の実施する大学評価 

全学テーマ別評価「教養教育」受審 

全学テーマ別評価「研究活動面における社会との連携及び協力」受審 

分野別教育評価「工学系」受審 

平成１５年度 大学評価・学位授与機構の実施する大学評価 

全学テーマ別評価「国際的な連携及び交流活動」受審 

日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定審査受審 

機械創造工学課程 

建設工学課程 

平成１６年度 日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定審査受審 

材料開発工学課程 
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評価室設置 

評価室会議に大学評価部会及び教員評価部会設置 

平成１７年度 国立大学法人評価委員会による業務実績に関する年度評価 

大学評価・学位授与機構による大学機関別認証評価受審 

日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定審査受審 

電気電子情報工学課程 

環境システム工学課程 

機械創造工学課程（中間審査） 

建設工学課程（中間審査） 

教員評価実施（試行） 

 

３－３）評価組織・体制 （資料３：10/41 ページ） 

 

○ 評価室 

評価室長･･･副学長（評価担当） 

    室員･･･系・センター長（１５名）、事務局長 

    事務担当･･･総務部総務課 

 

     ○ 評価室会議 大学評価部会 

        部会長･･･評価室長 

        副部会長･･･事務局長 

        部会員･･･教授（８名） 

 

     ○ 評価室会議 教員評価部会 

        部会長･･･評価室長 

        部会員･･･評価室員（１６名） 

 

３－４) 実施している評価活動 

 

●教員評価 

 

教員個人の教育研究活動について自立的かつ定期的な点検・評価を

実施し、大学の教育研究活動の活性化と高度化に寄与させる。 

 

ａ）評価軸 

     教員活動を「教育」、「研究」、「組織運営」及び「社会貢献」の４領
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域に区分し、評価軸とする。 

 

  ｂ）評価項目 

    教育･･･担当授業、学生指導状況及び指導学生の業績等教育活動に関す

る業績 

    研究･･･著書・論文、獲得外部資金及び特許・発明等に関する業績 

    組織運営･･･学内委員会等の大学運営に対する貢献度 

    社会貢献･･･社会活動 

 

  ｃ）評価基準 

    大学が定める教員評価実施基準に基づき評価を行う。 

 

  ｄ）評価指標 

     領域別評価･･･実施基準に定める各領域の評点により、５～１までの

５段階に評価する。 

   

総得点評価 

〔各領域の評点に得点分布による割合を乗じて得た値× 

重み付けポイント×80／100（80 点満点）〕＋〔所属長評点（20 点

満点）〕により得られる得点を総得点評価とする。（100 点満点） 

 

  ｅ）評価軸の重み付け 

全体評価として総得点評価（100 点満点）を算出する際、各領域に重

み付けを付すこととする。 

   

基準となる重み付けは、教育＝２、研究＝２、組織運営＝１及び社

会貢献＝１であり、被評価者が持ち点４を各領域に自由に配分する。

なお、重み付けについては試行終了後に見直すこととしている。 

  

ｆ）評価結果の活用方法等 

     教員評価は、教員個人の自己点検・評価に用いるが、得られた評価

結果は、特別昇給・勤勉手当の成績率査定等の教員の処遇を決定する

上での重要な参考資料として活用することとしている。 
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●教員評価データベース（資料４：12/41 ページ） 

 

平成１７年７月に、教員個々人が更なる発展を目指して、自らを検証

し、自己評価を行うことにより、自己啓発や自らが設定する目的の達成

を促進し、もって本学の教育研究活動の一層の活性化を図ることを目的

に、教員評価システム導入の試行をした。国立大学法人長岡技術科学大

学教員評価に関する基本方針及び教員評価に関する実施基準に基づき、

教員の業績を教育、研究、社会貢献及び組織運営の４分野で調査・把握

することとしている。 

 

●傾斜配分（資料５：41/41 ページ） 

 

  教育研究の活性化に資するため、平成１３年度より研究費の一部を傾  

 斜配分している。教育と研究の２部門に設けた指標に沿って，それぞれ  

 の貢献度に応えるため、指標に基づきポイントに応じた額を個人単位に  

 集計し配分することとし、併せてその内訳をそれぞれの長に示すことと 

 している。 

 

４．評価活動に関する今後の展望と課題  

 

  教員評価において最も重要なことは、教員が評価の目的、すなわち、年度

ごとに行う自己点検・自己評価を通じて、教員個人の教育研究活動の向上と活

性化を図り、もって大学全体の教育研究活動の高度化並びに活性化を目指すと

ともに、大学に課せられた社会的使命と責任を果たすことを十分理解した上で、

評価結果を教育研究を主とする諸活動へより効果的にフィードバックするこ

とにある。 

  そのために、大学が評価システムの公平性、進歩性、透明性並びに普遍性

に注意を払い、教員からの信頼と協力を得ることが重要となる。さらに、いわ

ゆる「評価疲れ」に陥らないよう、①教育研究を中心とした種々の分野におけ

る業績に対して適切な評価を行い、業績を数値化した際、数字の一人歩きや誤

った競争意識等が教員間に生じないこと、②簡便かつ効率的なデータベースシ

ステムを構築し、教員の負担を軽減させること等、今後も評価室を中心に、組

織的に検討していかなければならない。 

  大学評価においても、自己点検と自己評価を基本として、教員の視点だけ

でなく、学生の目線に立った高度で満足感のある教育を提供することにより、

２１世紀を担う優秀な人材をより多く育成し、社会に送り出すことが重要であ
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る。特に、工学系の大学では、大学院に進学する学生の割合も年々増加してお

り、国際的な舞台で活躍し得る人材養成のため、画一的な教育・研究方法を見

直し、個性的で斬新な取組みや成果を積極的に汲み上げていくこと、また、常

にそれらの業績・成果を検証しながら、大学・組織をより一層向上させていく

ことが今後の課題である。 
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 資料２　　　長岡技術科学大学組織図

機 械 創 造 工 学 課 程
電 気 電 子 情 報 工 学 課 程
材 料 開 発 工 学 課 程

工 学 部 建 設 工 学 課 程
環 境 シ ス テ ム 工 学 課 程
生 物 機 能 工 学 課 程
経 営 情 報 シ ス テ ム 工 学 課 程

機 械 創 造 工 学 専 攻
電 気 電 子 情 報 工 学 専 攻
材 料 開 発 工 学 専 攻

修 士 課 程 建 設 工 学 専 攻
環 境 シ ス テ ム 工 学 専 攻
生 物 機 能 工 学 専 攻

大学院工学研究科 経 営 情 報 シ ス テ ム 工 学 専 攻

情 報 ・ 制 御 工 学 専 攻
博士後期課程 材 料 工 学 専 攻

エ ネ ル ギ ー ・ 環 境 工 学 専 攻
副 学 長
（入試・学生担当） 語 学 セ ン タ ー

体 育 ・ 保 健 セ ン タ ー
副 学 長 分 析 計 測 セ ン タ ー
（教務・研究担当） 技 術 開 発 セ ン タ ー

工 作 セ ン タ ー
副 学 長 極限ｴﾈﾙｷﾞｰ密度工学研究ｾﾝﾀｰ
（産学官連携担当） 学 内 共 同 教 育 留 学 生 セ ン タ ー

研 究 施 設 等 ｅラーニング研究実践センター
副 学 長 情 報 処 理 セ ン タ ー
（ 大 学 評 価 担 当 ） ラ ジ オ ア イ ソ ト ー プ セ ン タ ー

音 響 振 動 工 学 セ ン タ ー
副 学 長 理 学 セ ン タ ー
（ 国 際 交 流 担 当 ） マルチメディアシステムセンター

テクノインキュベーションセンター
高性能ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ工学研究ｾﾝﾀｰ
知 的 財 産 セ ン タ ー

総　 　　務　 　　課
会　 　　計　 　　課

総 務 部 施　設　管　理　課
研　究　推　進　課
産　学　連　携　課

事 務 局
学　　 　務 　　　課
学　生　支　援　課

学 務 部 国　　 　際　 　　課
入　　 　試 　　　課
学  術  情  報  課

　学　　　長
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国立大学法人長岡技術科学大学評価室規則

                                平成 16年 6月 2日
                                規 則 第 7 0 号

（設置）

第１条 国立大学法人長岡技術科学大学（以下｢本学｣という。）に、長岡技術科学大学評価

室（以下｢評価室｣という。）を置く。

（目的）

第２条 評価室は、本学のＶＯＳ精神に基づき、大学全体及び教員の教育研究活動状況に

ついて自律的かつ定期的な点検・評価を実施することにより、本学の教育研究活動及び

産学連携・社会貢献の活性化と高度化を目指すことを目的とする。

（所掌事項）

第３条 評価室は、次の各号に掲げる事項を所掌する。

一 評価の基本方針の策定及び関係する諸規程案の作成に関すること。

二 教員データベースの構築及び管理に関すること。

三 大学評価に関すること。

四 教員評価の実施に関すること。

五 その他評価に関すること。

（組織）

第４条 評価室は、次の各号に掲げる者をもって組織する。

一 室長

二 室員

三 その他学長が必要と認めた者

２ 室長は、副学長（大学評価担当）をもって充てる。

３ 室員は、系長、センター長（センター所属教員の在職するセンター長）及び事務局長

をもって充てる。

 （部会の設置）

第５条 評価室に大学評価部会及び教員評価部会を置く。

（大学評価部会）

第６条 大学評価部会は、第３条（第４号を除く。）に掲げる事項を所掌する。

２ 大学評価部会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。

一 第４条第１項第１号に掲げる者

二 事務局長 

三 学長が指名する者

３ 大学評価部会に部会長及び副部会長を置き､部会長にあっては前項第１号に掲げる者

を、副部会長にあっては同項第２号に掲げる者をもって充てる。

（教員評価部会）

第７条 教員評価部会は、第３条（第３号を除く。）に掲げる事項を所掌する。

２ 教員評価部会は、第４条第１項に掲げる者をもって組織する。

３ 教員評価部会に部会長を置き、第４条第１項第１号に掲げる者をもって充てる。
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（専門部会）

第８条 専門的な事項を処理させるため、室長が必要と認めた場合は、評価室に専門部会

を置くことができる。

２ 専門部会に関し必要な事項は、室長が別に定める。

 （事務)
第９条 評価室に関する事務は、総務部総務課において行う。

 (雑則）
第１０条 この規則に定めるもののほか、評価室に関し必要な事項は、学長が別に定める。

   附 則 

 この規則は、平成 16年 6月 2日から施行する。
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COE NEDO
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URL

http://info.nagaokaut.ac.jp/HYOKA/index.html

e-mail : jinji@jcom.nagaokaut.ac.jp 
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平成１７年度傾斜配分方針 
 
１． 基盤研究経費のうち、20,000千円（16年度 20,000千円）を傾斜配分し，教育研究の活性化に資するも
のとする。 

 
２． 傾斜配分は，教育と研究の２部門に分かち，それぞれの貢献度に応えることを目的とする。 
 
３． 平成１７年度の配分指標及び配分枠％は次のとおりとし，指標数値は，平成１６年度のものを使用する。    

なお，配分対象は教授，助教授，講師とし，教育部門④及び研究部門にあっては，助手も対象とする。  
                        
 教 育 部 門  傾斜配分額：５０／１００ 

① 課程博士，論文博士授与数-----------------------------------------------------------------------------------------------------１０％ 
（課程博士２，論文博士１として，主査に対しカウントする。） 

② 実務訓練担当学生数--------------------------------------------------------------------------------------------------------------１０％ 
③ 系長，センター長（系長兼務者を除く），就職担当，クラス担任，課程主任， 

専攻主任，各種委員会（部会等含む）委員出席回数-----------------------------------------------------------------１０％ 
 委員会委員出席回数については，次のとおりカウントする。（括弧内の数字はポイント数） 
  年間出席回数  １～５回：（０．５），６～１１回：（１），１２回以上：（１．５） 

    年間出席回数は，持ち回り開催を除く。また，代理出席はカウントしない。 

④ 連携教育件数----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------１０％ 
出前授業，オープンハウス，公開講座，高度技術者，技開懇談会，市民大学，高校実習助手講習会， 
テクノフェア，エルネット，ワクワクサイエンス，数学アカデミ―，ワクワク体験，科学祭典， 
県内高校回り，大学ガイダンスセミナー，大学進学説明会，オープンキャンパス ― １日単位でカウントする。 
施設・研究室見学対応－１回（０．５ポイント） 

⑤ 補習担当時間数，入試問題出題委員----------------------------------------------------------------------------------------１０％ 
入試問題出題委員は１科目につき１とカウントし，補習担当時間数は次のとおりカウントする。 
（括弧内の数字はポイント数） 
補習担当時間数  １～５時間：（２），６～１１時間：（３），１２時間以上：（４） 

 
 研 究 部 門  傾斜配分額：５０／１００ 
①  掲載学術論文，著書等の件数-----------------------------------------------------------------------------------------------１０％ 

次のとおりカウントする。 
（１）掲載学術論文，翻訳書：１ 
（２）（１）のうち，レフェリー制の雑誌や国際的評価の確立している雑誌に掲載されたもの：２ 
（３）著書，教科書，総説，解説 

（イ）１人あたり執筆が１００ページ以上：６ 
（ロ）    〃    ２０ページ以上１００ページ未満：４ 
（ハ）    〃    ２０ページ未満：２ 

② 外部助成採択等件数（政府補助金事業（科研費等），受託研究，民間共同，技開プロジェクト， 
奨学寄附金）--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------１０％ 
   上記のうち， 

・政府補助金事業（科研費等），受託研究は次のとおり重複カウントする。 
     （１）申請をした者（公募型に限る）：０．５ 
     （２）採択者，受託者（継続を含む）：１ 
     （３）採択者，受託者のうち，間接経費を獲得した者（継続を含む）：１ 
      ・奨学寄附金については，受入れがあった場合，受入れ件数に関わらず，１とカウントする。 

③ 発明届，特許出願，特許取得件数----------------------------------------------------------------------------------------１０％ 
（※共同の場合は，寄与度比で件数按分する。） 

④ 受賞件数-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------１０％ 
次のとおりカウントする。 
受賞１件につき１。 但し，受賞の対象となった研究題目等が同じものは件数に関わらず１。 

          また，共同受賞は受賞者全体で１とし，そのポイントは受賞者で均等配分する。 

※ただし，１ポイント当たりの最高額は２０万円とし，残額が生じた場合は，他の研究部門に均等に配分する。           

⑤ 国内外の会議での招待講演件数，学会等の主催件数----------------------------------------------------------------１０％ 
 
４．前項により，個人単位で計数した額を系・センター毎に集計し，配分する。併せて，その内訳をそれぞれ

の長に示す。 

資料５ 
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